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大阪産業大学綜合図書館 

＜質問：会計処理上の「版画」取扱いについて＞ 

 

当館では、会計処理上、「版画」を図書費で購入し図書登録しています。 

この版画について、図書原簿から抹消し備品として再登録するか、現状維持するかについて、検討していま

す。このため、版画および1枚ものの文書等、書物として綴じられていない媒体を所蔵している図書館様に、

以下の質問についてご教示くださいますようお願い致します。 

1. 版画を所蔵している図書館様に質問です。 

（1） 版画は、会計処理上どの科目で扱っていますか。 

1）図書費（＝図書登録する） 

2）消耗性図書費・雑誌費（＝図書登録を行わない） 

3）備品・消耗品費（＝金額に応じて備品登録する） 

（2） 版画を図書登録していない場合、版画と図書を分ける基準を教えてください。 

また、関連の規程がございましたら、支障が無ければ、規程の添付をお願い致します。 

2. 1 枚ものの文書、絵図、地図、版木、御触書板など、書物として綴じられていない媒体（以下、「文書等」と

する）を所蔵されている図書館様に質問です。 

（1） 文書等は、会計処理上どの科目で扱っていますか。 

1）図書費（＝図書登録する） 

2）消耗性図書費・雑誌費（＝図書登録を行わない） 

3）備品・消耗品費（＝金額に応じて備品登録する） 

(2) 文書等を図書登録していない場合、文書等と図書を区分する基準を教えてください。 

また、関連の規程がございましたら、支障が無ければ、規程の添付をお願い致します。 

 

＜集計結果＞  

    

会計処理科目・所蔵状況 1.版画 2.文書等  

(1)-1）図書費（＝図書登録する）      7 17  

(1)-2）消耗性図書費・雑誌費（＝図書登録しない）      0 2  

(1)-3）備品・消耗品費（＝金額に応じて備品登録する）      3 2  

(2)(所蔵なし（＊） 21 10  

未回答 10 10  

計 41 41  

規程有      0 1  

（＊）所蔵なし：通信欄等に「所蔵なし」と記載があった館を集計しました。 



＜補足コメント（要約）＞ 

 

・紙芝居は図書扱い。 

・（現在所蔵していないが、今後購入する場合）版画、文書等とも、図書館で所蔵すべき資料的価値があり、

登録する意義が認められるなら、資産的価値がある備品「図書」扱いとする。判断が困難なら図書委員会

で審議する。 

・図書と異なる形態の資料（一枚ものの版画など）は、図書と同様「備品」区分となる。 

・一枚ものは文書(消耗性図書費・雑誌費)、綴じられているものは図書とする。 

・版画は備品・消耗品費。文書等（所蔵する古地図の場合）は図書費となる。 

・図書登録は必ずしも 1 点ずつでなく、箱入りなら箱ごと 1登録する場合がある。 

・（所蔵なし、今後購入の場合)版画は図書費または消耗品費（図書）扱いとする。絵図・地図は所蔵しており、

図書費または消耗品費（図書）で扱う。 

原則として図書費購入。使用形態・購入金額・貴重性を考慮して消耗品費（図書）扱いとすることができる。 

・文書等について、特に基準はなく、教員の指示あるいは担当者の判断により図書登録する。 

・1 枚ものの地図について図書登録していない（消耗性図書費・雑誌費扱い）。高額の箱入り絵図は一式で

図書登録する場合がある。規程等はないが、原則として「破損、亡失のおそれある造本形態」のものは図書

登録していない。 

・文書等について、箱装丁などの場合、箱単位で図書登録する。 

・オブジェ・標本などを図書館資料として購入する場合（授業・研究で参照する資料）、「視聴覚資料」として

登録する。ホール等に設置して飾る目的なら図書館ではなく総務部門が調達し、備品・消耗品費となる。 

・（所蔵なし、今後購入の場合）学内会計処理方法にもとづき、資産性か消耗性か判断の上、「図書支出」

（資産性図書費）か「新聞図書費」（消耗性図書費、雑誌・新聞購入費）で登録すると思われる。備品登録

は、図書館でなく総務課の所管となると思われる。 

・地図、洋物の書簡等は図書費で購入し、通常の図書と同様に図書登録する。               

古文書（1枚ものの文書、絵図、版木、御触書板を含む）は図書費から支出するが、図書登録はせず、図

書とは別管理の専用（古文書）台帳で管理する。古文書は基本的に和物の一点ものの手書き資料で、内

容的に歴史的価値のある記録史料。「古文書史料取扱内規」あり。                                                                            

図書と古文書は、一枚ものか冊子体かという観点での区別はしていない。 

 


